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慢性複雑性尿路感染症 に対するCeftizoximeの 治療成績

和志田裕人 ・渡 辺 秀 輝 ・神 野 浩 彰

安城更生病院泌尿器科

竹 内賢 次

安城更生病院中央検査部

慢性複雑性尿1路感染症についてCeftizoximeの 臨床的検討 を行なった。

慢性複雑性尿路感染症患者31例 を対象 とし,Ceftizoxime1回0.59ま たは19を1日2回 静注に

て5日 間投与した。効果判定はUTI薬 効評価基準に よる もの と主治医に よる もので行なった。

投与例31例 中UTI薬 効評価基準に合致 しない5例 を除 く26例 について効果の判定を実施 した。

UTI基 準による効果は1日 量1g群16例 中著効4例,有 効5例,無 効7例 で有効率は56.3%で あ

った。1日 量29群 では10例 中著効1例,有 効4例,無 効5例 で有効率は50%で あった。

細菌学的効果をみると5.marcescens,Pmorganii,E･coliお よびS,faecalisな どの尿 中分離菌

44株中33株,75.0%の 消失率であった。

副作用は31例 中嘔気 ・嘔吐のため1日 で投与 を中止した1例 だけであった。 臨床検査は29例 にお

いて実施 し,2例 に軽度の血液または肝機能の異常値を認めた。

ceftizoxime(以 下CZXと 略 す)は 藤沢薬品中央研究所 で

開発されたセファロスポ リン系抗生物質であ る。本剤 の特長 は

E.coii,Klebsiella,P.mirabilisな どに対 して は もちろん,

従来のセファロス ポ リン剤 に感 受性 の 低い イン ドール 陽性

Proteus,Serratia,Enterobacter,Citrobacter,さ らには

B.fragilisを はじめとす る嫌気性菌に対 して も強 い抗菌力 を

示すとされている1,2)点であ る。

今回われわれは藤沢薬品か ら本剤 の提供 を受け,慢 性複雑性

尿路感染症に対して使用す る機会 を得 たので,そ の成績 を報告

する。

1. 対象および方法

昭和54年1月 から6月 までの更生病院泌尿器科入院患

者のうち慢性複雑性尿路感染症 と診断された31例 を対象

とした。性別は男性26例,女 性5例 であ り,年 令は16才

から87才までである。投与方法は1回0.59ま たは19

を20%ブ ドウ糖20mlに 溶解 した ものを3～5分 で1日

2回5日 間静注 した。なお,消 炎剤,抗 菌製剤の併用を

行なった症例はなかった。また,投 与開始に先立 ち,ア

レルギー既往歴の調査お よびCZXの 皮内反応 を実施 し

たが,既 往歴のあ る症例および皮内反応陽性例を認めな

かった。

効果判定はUTI薬 効評価基準(第2版)複 雑性尿 路

感染症3)に準 じて判定 した。 また主治医判定として発熱

および排尿痛などの症状をUTI基 準 に勘案 し,著 効,

有効,や や有効,無 効の4段 階に分類 した。

なお,本 剤投与前後の尿 中から分離された菌に対す る

各種抗生剤の抗菌 力について,CEZ, CET, ABPC, CBPC

はtri-disc法(栄 研)に よ り,CZX, CTM, CEZ, CMz,

CMD,SBPC,TIPC,GMに ついては 日本化学療法学会

標準法によ りMICを 測定 した。

II. 成 績

CZXの 投与を行 なった症例 をTable1に 一括 して示

す。投与例31例 中UTI薬 効評価基準・複雑性尿路感染

症 の対象疾患お よび患者条件に合致 しない5例 を除 く26

例 について効果の判定 を実施 した。

総合臨床効果は26例 中著効5例,有 効9例,無 効12

例 であ り,有 効率は53.8%で あった(Table2)。 膿尿に

対 する効果は正常化と改善をあわせて8例(30.8%)で あ

った。次にUTI群 別にみると第1群(カ テーテル留置

症例)は7例 で有効率71.4%,第2群(前 立腺術後感染

症)5例 で100%,第3群(そ の他の上部尿路感染症)

2例 で50%と な り,単 独感染例全体では14例 で 有効率

78,6%で あった。いっぽ う混合感染例では第5群(混 合

カテーテル留置症例)11例 で有効率18.2%,第6群(混

合非留置例)1例 で有効 とな り,あ わせて12例 で有効率

25.0%で あった(Table3)。 なお,主 治 医判定は26例 中

著効8例,有 効7例,や や有効4例,無 効6例 お よび不

明1例 で,有 効率は60.0%と なった。
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Table 1 Clinical summary of complicated
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UTI cases treated with CZX

(Continued)
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(Continued)
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* Before treatment 

After treatment

** UTI: Criteria by the committee of UTI 
Doctor: Doctor's evaluation

Table 2 Overall clinical efficacy of CZX in complicated UTI 

0.5•`1 g x 2/day, 5 days treatment

Table 3 Overall clinical efficacy of CZX classified by type of infection
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Table 4 Bacteriological response to CZX in complicated UTI

* Persisted: regardless of bacterial count

Table 5 Strains* appearing after CZX 

treatment in complicated UTI

＊:Regardless
 of bacterial count

細菌学的効果については44株 中33株(75.0%)に 消失

を認めた(Table4)。 主な菌別にみると5.marcescens

11株 中消失10株(90。9%),P.morganii9株 中8株 お

よびEcoli4株 中4株 であったが,S.faecalisは4株

中消失1株 であった。本剤投薬後出現細菌は11株 認め,

この うちYeastが5株(45.5%)と もっとも 多かった

(Table5)。}

本 剤投与前後に尿中から分離 された菌株に対する各種

薬剤の抗菌力をTable6に 示 した。CZXはS.p物ecalis

に対してのMICは 高値 を示 したが,グ ラム陰性桿菌に

対 しては他剤 よ りす ぐれた結果 を 示 した。 こ の 結果は

Table4,7に 示 した ように 良好な細菌学的効果と して

反映された。

1日 投与量別に総合臨床効果 を み ると1g投 与群16
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Table 6 Susceptibility of
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organisms

(Continued)
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Table 7 Relation between MIC and bacteriological response in CZX treatment

*MIC after treatment: >400 No. of strains eradicated/No. of strains isolated-
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Table 8 Overall clinical efficacy classified by daily dose

例で有効率56.3%,2g投 与群10例 で有効率50.0%と

差に認められなかった(Table8)。

副作用は31例 中1例 に認められただけであった。症例

2において1回O.5gを1日2回 投与した時点で嘔気 ・

嘔吐が強 くて陣 止 した。中止後2～3時 間で症 状は消退

したため本剤に よるものと考 えられた。

臨床検査は29例 で実施 したが,1例 ご と の 変動 を

Table9に,当 院の正常範囲に よる各検査項目動 をTable

10に 示 した。

CZXに よる可能性が否定できない 異常値を認 めたの

は2例 であ り.1例 目は81才 男性の症例(症 例21)で,投

与前RBC 303, Hb 8.2, Ht 25.9, GOT 67か ら投与
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Table 9 Laboratory

* M: Male, F: Female, B: Before, A: After



VOL 28 Sｰ5 CHEMOTHERAPY 663

findings
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Table 10 Changes in laboratory test results

* A: Within normal range 

B: Improved 

C: Abnormal value (no deterioration) 

D: Abnormal value (deterioration) 

E: Deterioration from normal range
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3日後G0T 208(GPT26,Al-P 212),投 与終了2日

後RBC 262,Hb7.3,Ht 23.2,GOT 65と なった。こ

の症例は前立腺癌の術後2週 間の1定例 で果沈渣 の赤血球

数も多いが,投 与終了9日 目にはRBC 290,Hb8.1,

Ht25.9と回復していること,さ らにGOT は一過性の

上昇であることからCZX の影響 も否定で きなかった。

2例目は78才男性の症例(症 例22)で,投 与前Al-P65

から投与終了翌日102(GOT26,GPT6 )と 上昇 した。

この症例は前立腺癌術後40日 の症例であ り～ その影響 も

考えられ るが,投 与終ナ3日 目には73と 主常化 してお

り,CZX の影響も否定で きなかった。 なお上記2症 例

とも特別な治療は必要としなか った。

Table  10に 示すように,そ の他正常範囲を越 えた項

目あるいは異常値がさらに悪化 した項目が,上 記2例 以

外に認められるが,す べて基礎疾患に基づ く通常の変動

と考えられ,本 剤によるとは考えられなか った。

III. 考 按

最近セファロス ポ リン 系抗生剤の研究 ・開発は盛ん

で,すでに多 くの製剤が広 く臨床に使用されている。

CZX は藤沢薬品中央研究所 で 開発 された 注射用新 セ

ファロスポリン剤で従来の ものに 比較 して 抗菌力の 改

善,抗菌スペク トラムの拡大が示 され,と くに イン ドー

ル陽性 Proteus, Serratia, Citrobacter  等にも有効で

あると報告されている1.2).

今回われわれは慢性複雑性尿路感染症 を対象 とし,前

述のように53.8%の 総合有効率,75.0%の 細菌学的効果

を得た。自験例における尿中分離菌 に対する本剤のMIC

について他剤と比較 してみると,す でに報告 されてい る

成績1) とほぼ同様の結果であ り,CEZ,CMZ,CMDよ

りもは るかにす ぐれたMICをGNR においては示し

た。 と くに従来の セファロスポ リン剤では無効に近いと

考えられる S. marceacens  に対す るMICは 測定 しえ

た9株 とも1.56μg/ml (接種菌量:106cell8/ml) 以下

であ り,こ れを反映 した良好な成績 を得たことは今 回の

経験においで特記すべきことと思われる。しか しS.fａ-

ecalisに 対 しては菌株数が少ないので あるが,MICが

よ くないことか ら,細 菌学的効果は不良 であ り,本 剤の

効果は期待 できないことが予測される。また投薬後 出現

菌の45.5%をYeast が占めていることから,本 剤投与

時 には充分注意すべきところ と考えられる。

Dose response  については1日 投与量1g群,2g群

と もに その有効率に差を認めなかった。

副作用については嘔気 ・嘔吐 のために投与中止せざる

を得 なかつた1例 を経験 したが,そ の他の副作用は経験

しなか った。本剤に よると考えられ る臨床検査値の異常

は前述の3例 だけであ り,と くに治療を要す るものはな

かつた。
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CLINICAL STUDIES ON CEFTIZOXIME IN THE TREATMENT 

OF CHRONIC COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS
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KENJI TAKEUCHI 
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Ceftizoxime (CZX) was administered to 31 cases with chronic complicated urinary tract infections for 5 clays 

at a daily dose of 1,-2 g by intravenous injection. Following the criteria proposed by tut committee, 26 

cases were able to be evaluated. 

The overall clinical efficacy of CZX was excellent in 5 cases, moderate in 9 cases and poor in 12 cases, 

the overall effectiveness rate being 53. 8%. Bacteriologically, 44 strains were isolated before treatment, and 

following results were obtained; eradicated in 33 strains and persisted in 11 strains. 

No side effect was observed except one case of vomiting out of 31 cases. In laboratory test results, 

slightly abnormal values were observed in 2 cases out of 29 cases.


